
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の学習スタイルを「量」と「質」の観点から振り返ってみましょう。よかった点、反省点などを

ノートなどに書き出してみましょう。参考として、先輩たち（昨年度、本校が実施している外部模試

を受験した高校生）のデータを載せています。１年生秋に成績のよかった人（成績◎）と成績が伸

び悩んだ人（成績▲）でそれぞれ載せていますので、よく見てみましょう。 

 

            ↓成績◎↓         ↓成績▲↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

１、２年生は進路についてじっくり考えてみましょう。自分が日頃、興味や関心のあることは

何なのか、進学したいのか、就職したいのかなど、進路に関する情報を広く集めてみましょう。  

また、冬休みは普段より時間があると思いますので、保護者の方と進路について話し合え

るといいですね。 

進路情報を集めるために進路・進学応援サービス「マナビジョン（ベネッセコーポレーショ

ン）」を活用してみましょう。みんなの受験した模試の成績や学習力チェックのアンケート回答

と連動しているのでより最適な情報を得ることができます。 

     

 

1２月の予定  

      ２日(月) 生徒面談週間（～17日） 

         １０日(火) マネープラン講演会 ※３年 

         １１日(水) 進路講演会ガイダンス ※３年１、２組 

１３日(金) 金融リテラシー講座①（保険について） ※３年生総合クラス 

         １８日(水) 保護者面談（～21日） 

金融リテラシー講座②（資産運用について） ※３年生総合クラス 

         1９日(火) 複業先生による授業 ※全学年 

演題「生きる力」 講師 中村雄一氏 

                       昨年度も講演していただき、大好評でした。 

           ２０日(金) 複業先生による授業 ※２年 

                        

今年も残りわずかとなり、冬休みが近づいてきました。先月の第４回定期考査は納得の

いく結果だったでしょうか。ただ得点を見るだけではなく、その結果をもとに、新年を迎

える前にもう一度これまでの学習スタイルについて振り返り、冬休みの計画を立ててみま

しょう。 

 

 

 

 

『もりすけ通信』 12 月号(2024) 

～学習指導部～ 

定期テストや模擬試験の結果を振り返り、自分の糧にしよう 
 
 

 

～定期テストや模擬試験のやり直し方法～ 
 

定期テストや模擬試験で間違えた問題は、自分の「伸びしろ」です。冬休み中にじっくりと時間

をかけて取り組んでみましょう。必ず、力になります。 

① 今までの定期テストや模擬試験で間違えた問題を解き直す。 

② 自己採点をする。この時、「答えがあっていたか」よりも「考え方がちゃんと正しかったかど

うか」に注意して採点する。 

③ 「考え方が正しくなかった問題」については、考え方を理解することから始め、類題に取り

組む。 

④ 「考え方がわかっていたが間違えた問題」については、「なぜ間違ったのか」原因を探り、

「自分のミスの癖」を認識して、もう一度問題を解き直す。 
「量」と「質」を両立させた学習スタイルが身についているかチェック！ 
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志望校・進路について改めて考えてみよう 

 
 


